
主な取組内容

１ 骨髄バンク

（１）骨髄提供登録受付窓口業務

２ 臓器移植啓発事業

（1）臓器提供意思表示カード配布窓口業務

「臓器提供ご家族の手記リーフレット」 「臓器提供意思表示カード」

桑名保健福祉事務所の窓口において、「臓器提供ご家族の手記」リーフレットの掲示・配
布と臓器提供意思表示カードの掲示・配布を行っています。

白血病や再生不良性貧血など血液難病の患者にとって、生への希望である骨髄バンク事業
が円滑に実施されるよう骨髄移植に関する正しい知識の普及啓発を行うとともに、ドナー
（骨髄提供希望者）の登録受付を実施した。

 毎週火曜日9:30～11:00に登録受付を実施し、平成21年度は13人の登録者がありました。

臓器提供に関する正しい知識の普及啓発を行い、臓器提供意思表示カードの推進を図って
います。

1. 骨髄移植や骨髄バンク制度について普及啓発するとともに、骨髄提供希望者の登録活動を
    推進します。
2. 県民の臓器移植に対する理解と協力を求めるため、啓発事業を行うとともに、三重県角膜・
    腎臓バンク協会の活動を支援します。

34105 骨髄バンク、臓器移植等の推進

（主担当：保健衛生室 衛生指導課、健康増進課）
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イ 整形難病医療相談会（四日市市保健所・鈴鹿保健福祉事務所と合同）

実施年月日：平成２１年１０月２１日（水）

対 象 者：特定疾患受給者

後縦靭帯骨化症、特発性大腿骨骨頭壊死症、広範性脊柱管狭窄症

内 容： 講演会と質疑応答

 四日市社会保険病院 整形外科医

参加状況：合計 ４２名

          うち桑名管内 患者６名 家族３名 関係機関２名 計１１名

ウ ＩＢＤ医療相談会（四日市市保健所・鈴鹿保健福祉事務所と合同）

実施年月日：平成２１年１１月１７日（火）

対 象 者：特定疾患受給者

潰瘍性大腸炎、クローン病

内 容：講演会と質疑応答

四日市社会保険病院 外科医長

四日市社会保険病院 管理栄養士

参加状況：合計 ５４名

うち桑名管内 患者１２名 家族８名 計２０名

（３）訪問相談

訪問実人員 5人、延べ13件

面接・電話相談等 延べ89件

（４）難病相談支援センター事業への協力

実施年月日：平成２１年７月５日（日）

実施場所：くわなメディアライヴ

内 容：地域難病相談会（桑名会場）

参加状況：計７６名

多発性硬化症、筋萎縮性側策硬化症等の神経難病重症患者を中心に訪問を実施した。
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